







く，被災直前の 2011 年 2 月末に 10,016 だった人





































































































浦宿にあり，さらに，直売 ･ 体験 ･ 交流施設を敷











































ては，震災から 1 年経過した 2012 年 4 月，女川
町産業振興課が商工会を通して把握された事業者
数を入手することができ，その中では水産加工業












いたのはそのうち 25 ～ 30 社程度。













の援助で建設され 2012 年 10 月に稼働した大型冷
蔵冷凍施設「マスカー」の 1 階に，施設保有者と
して入居していた。同組合によれば，震災前の
2011 年 3 月の組合員数は 58，その後若干の脱退・





















































































1 浦宿浜 かまぼこ 5 次 ○ 再開
2 荒立 サンマ加工品 5 次 ○ 縮小再開 150 ○
3 女川浜 サンマ加工品 5 次 ○ 万石浦側に新工場 100
4 黄金町 冷冷加工 5 次 ○ 再開 50 ◇
5 女川浜 冷冷加工 5 次 ○ 廻船問屋 50
6 小乗浜 ホタテ，ホヤ 1 次 ○ 小売が主 ◇
7 鷲神浜 サンマ加工品 5 次 ○ 石巻で再開
8 宮ケ崎 ウニ加工品 5 次 ○ 渡波（丸源）で再開 ○◇
9 清水町 カレイ加工品 5 次 ○ 再開
10 清水町 冷凍魚ほか 5 次 ○ 万石浦側（大沢）で再開
11 石浜 干物，練製品 5 次 ○ 再開
12 鷲神浜 こぶ巻 5 次 ○ 高政で再開，マリンパル出店 ○
13 女川浜 塩干，節，冷凍 5 次 ○ 再開
14 女川浜 カレイ加工品 5 次 ○ 高政で再開 ○
15 石浜 塩干品 5 次 ○ 再開
16 浦宿浜 サケ切身加工 5 次 ○ 再開
17 宮ケ崎 フィレ―，漬魚 5 次 新加入 再開 ○
18 小乗浜 ギンザケ 1 次，5 次 新加入 再開，ギンザケ養殖兼営
19 （大槌） フィレ―，味付 5 次
20 鷲神浜 ウニ，ホヤ製品 5 次 マリンパル出店，潜水魚兼営 ○
21 浦宿 サンマフィレ― 5 次
22 （尾浦） ウニ加工品 5 次
23 清水町 タラコ ○ 再開
24 女川浜 ○ 仙台で営業 ○
25 石浜 サンマ 新加入 震災前は生協に出荷 ◇
26 鷲神浜 ギンザケ 再開
27 鷲神浜 カツオ製品 再開
*1：グループ補助対象者一覧 web による。　　　*2：1 次は 2011 年 12 月，5 次は 2012 年 7 月認定




























・2011 年 … 女川魚市場が応急嵩上げして水揚げ
を再開するのは 2011 年 7 月 1 日で，津波を逃れ
た沖合底曳船がキチジなどの底魚を水揚げして競
りが復活した。キチジは通常の 2 倍の kg5,000 円
前後の値をつけている。9 月には，全壊した町内







の 31.1％と算出される。1 日 2,000 トンあった魚
市場のサンマ処理能力は 500 トンに制限された。



























業の大型施設が 2011 年 9 月，買受人組合が事業




震災時は約 5.5 万トン，2013 年夏には 2 ～ 2.5 万
トン程度，うち先述の「マスカー」が 6 千トン，
大手の加工会社が 1 社 500 ～ 1,000 トン程度とい
う。なお 2008 漁業センサスでは 51,022 トンとさ
れている。
　震災時まで共同冷蔵庫の運営を行っていた水産


















3 月末日で 226 人，うち大半が実習生とみられる
中国人は 189 人であった（表７）。しかし震災直






　調査対象は既述の通りの 6 社（表５,No.2, 3, 8, 
12, 17, 20）で，以下ではそれぞれ「Y 水産」，「Y
食品」，「S 水産」，「A 商店」，「K 商店」，「M 商店」
と記す。この順序は規模に対応しており，震災前
の雇用者 100 人規模の Y 水産と Y 食品が最大手，
60 人規模の S 水産が中堅，他の 3 社は 10 人規模
で小企業ということになる。これらのうち Y 水









①被害 … 海から離れた場所にあった Y 水産の
本社工場が軽微だった以外は壊滅的であった。
②再開経緯 … 4 社とも被災直後の混乱状況か
らまもなくして再開の決意を固めて動き出し，被
災から 4 ～ 6 ヶ月後に再開を果たした。それには
まず原料魚の漁期が強く意識されている。Y 食品

































































② S 水産：「特化型」… 特定の資源を海外を含む
他産地から調達し，市場や小口需要者に販売
③ K 商店，A 商店：「独自型」… 地元の旬にあ
わせた水産物を生かして，直売店を主とする独
自販路を開拓












































































































サンマの 2 割を扱う地元大手の 1 つであり，港の
周辺に鮮魚工場，塩蔵工場，保管庫，冷蔵冷凍施
設など 8 つの工場や設備を擁していた。サンマの


































けて，2012 年 5 月に新工場を稼働させた。また，





































































































































































3 割，女川魚市場 2 割，通信販売が若干という構
成であった。
　操業スケジュールは，原料資源の地元漁期に
















































































































































































































































































































2012 年 9 月（表４）に回船問屋，水産加工会社，
鮮魚店などの若手により合同会社が結成され，
2013 年 11 月に「AGAIN 女川」と銘打つ地域ブ



















津 波 対 策 に つ い て 」（http://www.bousai.go.jp/
kaigirep/chuobou/27/pdf/shiryo2.pdf） 所 収 の 津
波高グラフでは女川付近の津波高は 2 ～ 5 ｍ程度
と推定されている。昭和三陸津波時の被害につい
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